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松本 光正
指導案は主に次の点に注意します。
①目標がしっかりとしているか
②評価の観点はしっかりとしているか
③指導と評価の一致は感じられるか
④本時が全体の部分として機能しているか
⑤事前・事後指導が感じられるか
⑥生徒の活動が中心となっているか
⑦タスクと言語材料のバランスは良いか
⑧生徒の実態に合致しているか
⑨ねらいが精選されているか
⑩「聞く・話す」が重視されているか
等。。。他

松本 光正
題材観
・指導者は「異文化理解」的な要素と言語材料的要素から特に取り上げたいと思う事項を、生徒実態に則して精選する。


松本 光正
　全体から個へ、個から全体へという流れを意識して個々の生徒を大切にするという観点から、時間が許せば「座席表」などを活用して「発問の工夫」に生かすと良い。
　また、可能であれば個々の達成度評価を行うためにも事前に個々への達成度目標が設定できていればすばらしい。

松本 光正
＊本時はあくまで全体の中の部分である。
よって、この指導計画における「本時」は前時と次時との相関や連携が感じられていなければならない。突発的で思いつき的な指導はあまり歓迎されない。（研究授業のためだけのショータイム的な内容は良くない→生徒の負担になっても身にならない）

松本 光正
＊ねらいは精選して。。。
あれもこれもと欲張り過ぎて、ねらいが多くなりすぎると、本時全体の目標がぼやけたり薄れたりしてくる。学習者自身も本時でいったい何を学んだのか分からなくなることもあり得る。

松本 光正
この指導案は
5年次の中学英語教員が実際に
「研究授業」した時のものです。

松本 光正
印を押します
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松本 光正
＊展開における3本柱
①「生徒の活動・学習内容」
②「教師の支援・指導内容」
③「評価の観点・指導上の留意点」
である。
　特に評価の観点は「実践的コミュニケーション」やコミュニケーション能力育成を意識して計画しておく。

松本 光正
メインスキット
展開に挿入しても良いが、スキット自体に目標やねらいが生きていないと意味がない。

松本 光正
＊「質問」と「発問」は異なる
　前者は指導者も理解できていな状態で、全員による課題解決型学習の過程で生まれてくるものである。
　後者は指導者がその答えを握っており、学習者に気づかせながら上手に答えを導き出すために行うテクニック的なものである。
よって、左記の場合は「発問」と予想される。

松本 光正
＊ゲームの目的は？
　ゲーム的要素のコミュニケーション活動とは、楽しくリラックスして英語が発せられるという根本的な目的があるのだが、ゲームをすることが目的になっていたとしたら、それは本末転倒である。
　左記のようなインタビュー形式は「英語量」を重視するのだろうが、素早くたくさん発話してもらうための一工夫は？もし、ないならば一工夫しておかねばゲームではなく、単なる練習である。
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